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0538-49-1181株式会社 キャップ
周智郡森町中川２０２２-２
水谷 暢孝
30,000千円
射出成形型設計製造販売､CFRTP成型品設計製作販売
日本（静岡県森町本社工場）､インドネシア（pt.cap）
ヤマハ発動機（株）､自動車サプライヤ各社､樹脂メーカ各社
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株式会社キャップ

技術･サービス

強み メリット
▷創業1990年、金型設計製作のデジタル化を目指し、自らの製造
ツールは自ら開発する理念で、3次元CAD/CAM開発・スケ
ジュール・原価・製造～管理システム全般を全員で入力・閲覧
機能で全員で運営するデジタル製造を推進してきた結果、
多くの自社製ツール及び工法開発を活用し、軽量高強度な
試作品を自動車産業に供給してきました。
　現在は金型を主な事業としながら、軽量化事業ではドローン
向けモータ・ロータを開発しております。
　次世代モビリティの時代にも通用する事業展開を目指し、
モータ技術開発も展開している。

▷モータ開発関係の弊社新技術の紹介
  （下記の概要仕様モータは市場調達できない現状況）
　・構造は、アキシャギャップ構造SPM型・高電圧入力に対応。
　・ドローン用モータは、アウターロータでなく、
10kw出力以上・雨天稼働可能。

　・モータ主要部品は、自社製新技術及び自社製加
工設備を保有している。

　・モータ発熱を抑制する新構造（特許出芽済み)長時間稼働対応。
   今までの12年以上の知見CFRTP成型技術及び専用成型機
補油技術で将来は固定翼機体の設計製作も検討している。

　■輸送ドローン向け、動力ユニットの少量生産準備中
▷離陸重量150㎏以上・航続距離200Kⅿの輸送ド
ローンカテゴリー向けの動力ユニット（モータ・ロータ・
ドライバ）及びモビリティ用モータを受託できます。
▷モータ仕様は高電圧300V以上・軽量高出力な出力/
重量密度＝3Kw/㎏・雨天運航対応でアキシャギャップ
PM型構造を採用
▷モータ設計製作の弊社独自新技術活用による、軟磁性
粉末成形技術・ステータ新構造・ロータ新構造・新巻き
線工法等内製化による設計製造とする。

■自動車向け軽量成型工法技術開発・試作実践の知見活用

■将来は、輸送ドローン向け機体プラットフォーム
　ユニットの少量生産を目指す

▷軽量高強度な新素材である、チタン・Mg・AL材の代替化
を熱可塑性炭素繊維CFRTP自社独自工法で提案し量
産車の構造部材の試作をこれまでに自動車メーカ・1次サ
プライヤ・樹脂メーカとの試作受託知見を活用し、金型設
計製作～少量生産品の設計製作までを一括受託できる。


